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セッション２：アジア金融市場における適切な資金供給のあり方について

概要

このセッションでは、つぎのような論点について、議論を展開したい。(i) 長期の安定的な資金を、如何に企
業に提供し続けるか、(ii) そのためには、社債の市場の整備とともに、日本が経験した「長期信用銀行」や

「財投の役割」も発展途上ではあり得るのか？ (iii) 新しい「スタートアップ起業」の資金提供をどのように
深めるか？  貸金業者による高利貸しが見られるアジアでは、どのように新規企業への資金提供を実施する
か？  貸金業のアジアにおける改革、(iv) アジアの発展に必要な道路などのインフラ整備の資金の安定的な提
供を誰が担うのか？  (v) 生命保険や年金基金を発展させることにより、長期の資金提供者を育成すること、
(vi) さらに、借り手の中小企業、利用者の金融経済教育によるレベルの強化の必要性にも時間があれば言及
したい。
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